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広島湾ベイエリア・海生都市圏研究協議会

広島湾ベイエリア・大崎上島

自
然
と
歴
史
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

人
情
感
じ
る
感
動
の
島

探究学習とキャリア教育を

一般社団法人　八幡浜市ふるさと観光公社

愛媛県・南予地域

令
和
６
年
度

校
２
千
人
が
民
泊
体
験

日
本
屈
指
の
農
林
漁
業
営
み
体
験

営業時間　平日8：～：
※内容のお問い合わせは事務局・担当者までお願いします。

一般社団法人　そらの郷

徳島県・美馬市・三好市・つるぎ町・東みよし町

Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
若
者
の
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
現
場

〝
日
本
一
の
田
舎
〟そ
ら
の
郷

広島湾ベイエリア・周防大島

海
・
山
・
心
　
つ
な
が
る
絆

感
動
☆
島
体
験

（広島商工会議所　産業・地域振興部　地域振興課内）
　 担当（田村）　　　　　　　　　　　　　　　　

　営業時間　月～金曜日　9：～：（祝日は除く）　

広島湾ベイエリア・海生都市圏研究協議会

チームビルディングに最適な櫂伝馬体験

農
業
や
食
を
学
ぶ
農
業
体
験
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瀬
戸
内
海
で
船
釣
り
体
験

フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
お
別
れ

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

　
広
島
県
大
崎
上
島
町
は
、

瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
面
積

平
方
㍍
、
人

口
約
７
千
人
の
離
島
で
す
。

本
土
と
は
、
竹
原
港
、
安
芸

津
港
と
フ
ェ
リ
ー
で
約

分

で
結
ば
れ
て
お
り
、そ
の
他
、

大
崎
下
島
、
大
三
島
、
今
治

市
と
の
航
路
も
あ
り
ま
す
。

離
島
で
は
あ
る
も
の
の
、
山

陽
自
動
車
道
・
広
島
空
港
等

に
よ
り
主
要
都
市
と
は
短
時

間
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
瀬

戸
内
海
特
有
の
温
暖
な
気
候

と
風
光
明
媚

め
い
び

な
景
観
の
中
、

島
と
い
う
限
ら
れ
た
土
地
に

生
き
、
造
船
・
海
運
業
、
ミ

カ
ン
・
レ
モ
ン
・
デ
コ
ポ
ン

等
多
種
類
の
柑
橘

か
ん
き
つ

栽
培
を
は

じ
め
と
す
る
農
業
、
水
産
業

等
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

　
平
成

年
よ
り
体
験
型
修

学
旅
行
の
受
け
入
れ
に
向
け

て
ス
タ
ー
ト
し
、
島
の
特
性

・
文
化
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
一
番
の

お
す
す
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

２
０
０
年
以
上
の
伝
統
を
誇

る
「
櫂
伝
馬

か
い
で
ん
ま

体
験
」
で
す
。

昔
は
陸
の
伝
達
手
法
は
早
馬

で
し
た
が
、
櫂
伝
馬
は
海
で

の
情
報
伝
令
の
役
目
を
担
っ

た
木
造
船
で
、

人
の
漕こ

ぎ

手
と
太
鼓
１
人
、
船
頭
１
人

の

人
が
乗
り
込
み
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

役
割
を
担
い
、
独
特
の
掛
け

声
と
太
鼓
で
調
子
を
合
わ

せ
、
心
を
一
つ
に
し
て
櫂
の

動
き
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
育

成
に
比
類
の
な
い
、
学
校
教

育
に
は
極
め
て
有
効
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

　
ま
た
、
瀬
戸
内
の
穏
や
か

な
海
を
渡
り
甘
藻
場
で
海
の

生
命
に
つ
い
て
学
ぶ
シ
ー
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
、
刺
網
漁
や
船

釣
り
、
波
止
釣
り
で
と
れ
た

ば
か
り
の
魚
の
調
理
体
験
、

タ
イ
や
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
漁
業

体
験
、
温
暖
な
気
候
で
育
ま

れ
た
ミ
カ
ン
・
レ
モ
ン
・
デ

コ
ポ
ン
・
は
る
み
等
の
多
種

類
の
柑
橘
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

・
イ
チ
ゴ
・
ト
マ
ト
等
の
栽

培
過
程
を
学
ぶ
農
業
体
験
な

ど
、
島
を
ま
る
ご
と
体
験
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
民
泊
体
験
は
１
２
０
人
の

受
け
入
れ
が
可
能
で
、
島
の

人
々
と
生
活
を
共
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
豊
か
な
自
然
と

島
独
特
の
人
情
を
感
じ
て
い

た
だ
き
、
島
の
人
々
の
生
き

方
や
命
の
源
の
食
生
産
を
担

う
農
山
漁
村
の
役
割
を
考

え
、
理
解
す
る
機
会
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
「
ま
る
ご
と

島
体
験
」
が
、
自
ら
の
生
活

や
家
庭
、
生
き
方
を
省
み
る

機
会
と
な
り
、
生
き
る
力
と

豊
か
な
心
を
育
む
契
機
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
来
島

い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

安
全
対
策
や
そ
の
他
安
全
・

衛
生
・
防
火
等
の
各
種
講
習

会
を
行
い
、
万
全
の
体
制
で

お
迎
え
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

大
崎
上
島
町
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
り
組
み
プ

ロ
グ
ラ
ム

　
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
に
加
え
、
２
０
３

０
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ

り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際

目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取

り
組
む
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
●
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
（
体
験

人
数
１
２
０
人
）

　
海
岸
周
辺
を
航
海
し
、
海

と
島
々
の
美
し
さ
を
楽
し
み

ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
や
稚
魚
が
す
む
「
魚
の
ゆ

り
か
ご
」
と
呼
ば
れ
る
瀬
戸

内
海
で
も
有
数
の
甘
藻
場
の

観
察
を
し
環
境
学
習
を
し
ま

す
。

　
●
み
か
ん
農
家
体
験
（
体

験
人
数

人
）

　
瀬
戸
内
海
特
有
の
温
暖
な

気
候
で
育
っ
た
ミ
カ
ン
の

剪
定

せ
ん
て
い

、
収
穫
等
の
作
業
を
体

験
し
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
過

程
か
ら
農
業
の
厳
し
さ
を
学

び
、
食
に
つ
い
て
学
習
し
ま

す
。

日本農業遺産に認定された柑橘農業システム

船
釣
り
体
験

郷
土
料
理
づ
く
り
体
験

体
験
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
の
一
つ
、
養
殖

マ
ダ
イ
へ
の
餌
や
り
体
験

　
愛
媛
県
南
西
部
に
位
置
す

る
南
予

な
ん
よ

地
域
は
、
４
市
（
宇

和
島
市
、
八
幡
浜
市
、
大
洲

市
、
西
予
市
）
、
５
町
（
内

子
町
、
伊
方
町
、
松
野
町
、

鬼
北
町
、
愛
南
町
）
か
ら
な

り
、
海
、
山
、
川
の
自
然
に

恵
ま
れ
、
農
林
漁
業
の
営
み

が
盛
ん
で
す
。

　
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た

リ
ア
ス
式
海
岸
で
は
、生
産

量
日
本
一
を
誇
る
マ
ダ
イ
や

シ
マ
ア
ジ
、真
珠
な
ど
が
養

殖
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、日

本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

「
愛
媛
・
南
予
の
柑
橘

か
ん
き
つ

農
業
シ

ス
テ
ム
」は
急
傾
斜
地
の
段

々
畑
が
特
徴
で
、壮
大
な
景

観
と
と
も
に
日
本
一
の〝
柑

橘
王
国
・
愛
媛
〟の
屋
台
骨
を

担
っ
て
い
ま
す
。宇
和
島
城

や
内
子
、大
洲
、宇
和
の
古
い

町
並
み
な
ど
、歴
史
文
化
遺

産
も
多
く
、日
本
一
細
長
い

佐
田
岬
半
島
や
四
国
西
予
ジ

オ
パ
ー
ク
、滑
床
や
成
川
の

渓
谷
な
ど
多
様
な
自
然
環
境

を
有
し
て
い
ま
す
。

　
■
最
大

ク
ラ
ス
４
０
０

人
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
民

泊　
南
予
地
域
で
は
、
豊
か
な

自
然
と
多
様
な
農
林
漁
業
の

営
み
を
生
か
し
た
教
育
旅
行

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ふ
る
さ
と
南

予
感
動
体
験
」
の
受
け
入
れ

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
根

幹
は
、
最
大
１
０
０
軒
４
０

０
人
の
受
け
入
れ
が
可
能
な

「
民
泊
」
に
あ
り
、
あ
り
の

ま
ま
の
暮
ら
し
の
中
、
生
徒

の
皆
さ
ん
を
お
客
さ
ま
で
は

な
く
家
族
の
一
員
と
し
て
迎

え
入
れ
ま
す
。

　
一
方
「
体
験
」
は
、
日
本

屈
指
の
農
林
漁
業
拠
点
で
の

食
育
体
験
、
海
山
川
３
拍
子

そ
ろ
っ
た
自
然
を
存
分
に
楽

し
む
自
然
体
験
、
さ
ら
に
民

泊
先
家
族
と
一
緒
に
過
ご
す

「
ふ
れ
あ
い
交
流
体
験
」

（
家
業
体
験
）
な
ど
、
多
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、

季
節
や
希
望
に
応
じ
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
実
施
し
ま

す
。

　
■
二
つ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習

プ
ラ
ン

　
南
予
地
域
で
は
、
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
に
向
け
、
民
泊
を
絡

め
た
「
南
予
版
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」

（
課
題
解
決
型

学
習
）
と
、
日

帰
り
の
「
体
験

型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学

習
」
の
二
つ
の

プ
ラ
ン
を
ご
用

意
し
て
い
ま

す
。
「
南
予
版

Ｐ
Ｂ
Ｌ
」で
は
、

民
泊
先
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

や
、
各
種
体
験

時
の
実
体
験
を

足
が
か
り
に
、

チ
ー
ム
ご
と
に

地
域
課
題
の
解
決
策
を
検
討

し
発
表
し
ま
す
。
「
体
験
型

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
」
で
は
、
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
ひ
も

付
け
ら
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル

指
標
に
つ
い
て
、
実
体
験
を

通
し
て
学
び
を
深
め
ま
す
。

　
例
え
ば
、
生
産
量
日
本
一

の
「
養
殖
マ
ダ
イ
へ
の
餌
や

り
体
験
」
で
は
、
目
標


「
つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任
」

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

⑤
⑧
な
ど
に
つ

い
て
、
柑
橘
王

国
・
愛
媛
で
の

「
み
か
ん
山
整

備
体
験
」で
は
、

目
標
２
「
飢
餓

を
ゼ
ロ
に
」
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
④

お
よ
び
目
標


「
陸
の
豊
か
さ

も
守
ろ
う
」
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
④
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

枠
組
み
の
中
で
生
徒
自
ら
が

身
近
な
事
例
と
結
び
付
け
る

こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
〝
自

分
ご
と
化
〟
を
図
る
こ
と
を

狙
っ
て
い
ま
す
。

　
■
モ
デ
ル
コ
ー
ス

　
広
島
平
和
学
習
や
松
山
市

内
班
別
自
主
研
修
と
の
組
み

合
わ
せ
が
定
番
で
す
。
広
島

か
ら
松
山
ま
で
は
高
速
船
で


分
、
松
山
か
ら
南
予
各
地

域
ま
で
は
バ
ス
で
１
～
２
時

間
程
度
で
す
。
日
中
の
体
験

は
、
民
泊
先
家
族
と
一
緒
に

過
ご
す
「
ふ
れ
あ
い
交
流
体

験
」
（
家
業
体
験
）
、
各
種

の
農
林
漁
業
体
験
な
ど
の

「
選
択
体
験
」
の
い
ず
れ
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

〒‐　愛媛県八幡浜市北浜‐‐
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　URL https://furusato-nanyo.com/
◀教育旅行用ホームページ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―
Ｐ
Ｂ
Ｌ
×
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

地
元
高
校
生
と
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
に
取
り
組
む

傾斜地に点在する集落「天空
の里」で田舎暮らしを体験

「
食
と
農
の
景
勝
地
」
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
践

〒‐　徳島県三好市池田町シマ‐
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農
業
体
験
交
流

世界が認めるウォータースポーツフィールド

　
徳
島
県
の
西
部「
そ
ら
の

郷
」は
、四
国
の
中
央
に
位
置

す
る
に
し
阿
波（
美
馬
市
、三

好
市
、つ
る
ぎ
町
、東
み
よ
し

町
）エ
リ
ア
で
す
。「
大
歩
危
・

祖
谷
」「
吉
野
川
」「
剣
山
」に

代
表
さ
れ
る
自
然
、歴
史
文

化
、伝
統
や
伝
承
、さ
ら
に
独

自
の
食
文
化
、伝
統
芸
能
に

彩
ら
れ
た
全
国
屈
指
の
観
光

地
域
で
あ
る
と
と
も
に
、素

朴
で
温
か
み
の
あ
る
古
き
良

き
暮
ら
し
が
今
も
な
お
息
づ

い
て
い
ま
す
。

　
そ
ら
の
郷
の
民
泊
家
庭
は

１
１
５
軒
（
受
け
入
れ
可
能

人
数
４
０
０
人
）
で
、
そ
の

多
く
が
山
腹
の
急
傾
斜
地
に

張
り
付
く
よ
う
に
形
成
さ
れ

る
集
落
に
存
在
し
、
特
有
の

文
化
的
背
景
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
山
畑
の
コ
エ
グ
ロ
、

石
積
み
、
人
家
な
ど
が
一
つ

と
な
っ
た
傾
斜
地
に
お
け
る

自
然
共
生
の
風
景
こ
そ
が

「
日
本
一
の
田
舎
」
や
「
桃

源
郷
」
と
も
称
さ
れ
る
日
本

の
原
風
景
で
す
。

　
生
徒
た
ち
は
家
族
の
一
員

と
し
て
迎
え
ら
れ
、
茶
摘
み

や
野
菜
の
収
穫
、
雑
穀
の
収

穫
な
ど
、
少
量
多
品
種
の
自

給
的
農
業
を
協
働
し
ま
す
。

収
穫
し
た
旬
の
野
菜
や
山
菜

を
使
っ
て
田
舎
料
理
を
共
同

調
理
、
家
族
団
ら
ん
の
食
事

で
の
心
の
交
流
。
高
度
な
土

地
利
用
が
成
す
エ
シ
カ
ル
農

業
ラ
イ
フ
や
生
物
多
様
性
を

保
全
し
、
貧
困
問
題
の
解
決

に
寄
与
す
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
農
法
な
ど
、
各
種
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実
践
体
験

に
よ
っ
て
〝
日
本
一
〟
の
厳

し
さ
を
豊
か
に
変
え
る
暮
ら

し
を
学
び
ま
す
。

　
に
し
阿
波
エ
リ
ア
は「
地

方
創
生
の
成
功
事
例
」と
い

わ
れ
、２
０
１
６
年
に
農
林

水
産
省
か
ら「
食
と
農
の
景

勝
地
」の
認
定
。
年
に
国
連

食
糧
農
業
機
関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）か

ら「
世
界
農
業
遺
産（
Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｈ
Ｓ
）」の
認
定
。
年
に
第


回
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン

大
賞「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」を

受
賞
し
て
い
ま
す
。ま
た
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
現
場
と
し
て

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
地
域
推
進
拠
点
に

登
録
さ
れ
て
お
り
、「
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（
課
題
解
決
型
学
習
）×
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。各
校
の
テ

ー
マ
に
沿
い
、フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

組
み
立
て
る
ほ
ん
も
の
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
通
し
て
、多
様
性
の

時
代
に
対
応
す
る
社
会
に
開

か
れ
た
教
育
現
場「
日
本
一

の
田
舎
」と
し
て
、未
来
を
変

え
る
若
者
を
育
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
、
民
泊
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
衛
生
管
理
を
導
入
す
る

な
ど
、
品
質
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
に
成
功
し
ま
し
た
。
全
て

の
民
泊
家
庭
や
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
は
、
研
修
の
安
全
衛

生
講
習
を
受
け
、
危
機
管
理

や
安
全
対
策
に
関
す
る
万
全

の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
■
吉
野
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

＝
日
本
三
大
暴
れ
川
、
吉
野

川
は
世
界
ク
ラ
ス
の
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
コ
ー
ス
。

年
、
日

本
初
の
世
界
選
手
権
を
開

催
。仲
間
と
ボ
ー
ト
を
操
り
、

激
流
を
乗
り
越
え
、
五
感
で

自
然
と
対
峙

た
い
じ

し
ま
す
。

　
■
静
水
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
＝

静
水
の
中
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

が
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
特

徴
。
個
性
を
認
め
、
支
え
合

い
、
ひ
と
つ
の
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
進
ん
で
ゆ
け
る
チ
ー

ム
づ
く
り
に
最
適
で
す
。

　
■
吉
野
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

＝
多
世
代
交
流
型
の
ス
ポ
ー

ツ
を
介
し
、
河
川
環
境
マ
イ

ン
ド
や
心
身
の
健
全
な
成
長

を
促
し
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ

け
ま
す
。
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民泊での共同調理体験

周
防
大
島
の
塩

島
の
人
々
と
の
お
別
れ

カ
ヌ
ー
体
験

　
山
口
県
東
南
部
の
瀬
戸
内

海
に
浮
か
ぶ
、
温
暖
な
気
候

と
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

周
防
大
島
。
ハ
ワ
イ
州
カ
ウ

ア
イ
島
の
姉
妹
島
で
、
南
国

ム
ー
ド
漂
う
癒
や
し
の
島
は

「
瀬
戸
内
の
ハ
ワ
イ
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
主
な
産
業

は
農
業
・
漁
業
・
観
光
業
で
、

農
業
で
は
ミ
カ
ン
栽
培
、
漁

業
で
は
タ
イ
や
イ
ワ
シ
な
ど

の
沿
岸
漁
業
が
盛
ん
で
す
。

海
や
山
の
自
然
を
生
か
し
た

豊
富
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

魅
力
で
、
世
界
遺
産
の
原
爆

ド
ー
ム
や
宮
島
と
の
ア
ク
セ

ス
も
良
好
で
す
。

　
■
民
泊
体
験
（
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
）

　
島
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
、
人
情
あ
ふ
れ
る
田
舎

暮
ら
し
を
体
験
！
　
自
然
の

恵
み
に
触
れ
、
生
産
の
喜
び

を
知
り
、
未
知
の
こ
と
に
挑

む
精
神
力
を
培
い
、
子
ど
も

た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育

み
ま
す
。

　
周
防
大
島
に
は
農
業
と
漁

業
を
営
む
半
農
半
漁
の
家
庭

が
多
く
、
豊
か
な
自
然
と
共

に
生
き
る
島
な
ら
で
は
の
暮

ら
し
が
あ
り
ま
す
。
魚
を
釣

っ
て
さ
ば
き
、
畑
で
野
菜
を

育
て
、
周
囲
の
人
と
支
え
合

っ
て
過
ご
す
穏
や
か
な
日

常
。
島
の
暮
ら
し
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
自
然

や
生
命
の
恵
み
を
受
け
、
多

く
の
人
と
の
関
わ
り
の
中
で

生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
ま
す
。
ま
た
、
社
会
の
仕

組
み
や
問
題
に
関
心
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
も
学
ん
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
民
泊
で
は
、
交
流
の
中
で

生
ま
れ
る
「
心
と
心
の
ふ
れ

あ
い
」
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
家
族
の
一
員
と
し
て
島

の
家
族
と
た
く
さ
ん
交
流

し
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
や
、家
族
の
温
か
さ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
感
じ
、

心
に
残
る
感
動
体
験
を
持
ち

帰
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
■
選
択
別
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム　
周
防
大
島
で
は
多
様
な
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て

お
り
、
中
で
も
カ
ヌ
ー
や
塩

作
り
の
体
験
が
人
気
で
す
。

　
①
カ
ヌ
ー
体
験

　
波
や
風
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
１
㌔
沖
合
の
無
人
島
へ
の

航
海
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　
２

人
乗
り
の
カ
ヌ
ー
で
は
バ
デ

ィ
（
相
棒
）
と
息
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。
目
標

到
達
を
目
指
し
諦
め
な
い
心

と
協
調
性
を
養
い
ま
す
。

　
②
周
防
大
島
塩
作
り
復
活

体
験

　
周
防
大
島
の
塩
作
り
の
歴

史
は
古
く
、
奈
良
時
代
以
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ

の
歴
史
を
ひ
も
解
き
、
復
活

へ
の
思
い
を
知
り
、
実
際
に

海
水
か
ら
の
塩
作
り
に
挑
戦

し
ま
す
。
塩
と
海
水
を
分
離

さ
せ
る
作
業
は
と
て
も
根
気

が
い
り
ま
す
が
、
仲
間
と
協

力
す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
育
み
ま
す
。

　
■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探
求
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
を
実
践

的
に
学
び
、
自
ら
調
査
・
考

察
し
な
が
ら
解
決
策
を
導
き

出
す
探
求
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　
①
海
ご
み
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　
海
洋
ご
み
の
実
態
と
そ
の

影
響
を
調
査
。
作
る
側
・
使

う
側
の
責
任
を
知
り
、
豊
か

な
海
を
守
る
手
段
を
考
え
ま

す
。
ま
た
、
清
掃
活
動
を
通

じ
て
地
域
や
社
会
に
貢
献
す

る
意
識
を
育
み
ま
す
。

　
②
ミ
ツ
バ
チ
が
担
う
役
割

を
知
り
環
境
保
護
の
大
切
さ

を
学
ぶ

　
島
の
養
蜂
家
か
ら
ミ
ツ
バ

チ
減
少
の
実
態
を
学
び
、
そ

の
原
因
を
探
求
し
ま
す
。
気

候
変
動
や
食
料
問
題
と
い
っ

た
地
球
規
模
の
問
題
に
対

し
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き

る
の
か
考
え
ま
す
。

　
■
安
心
・
安
全
で
質
の
高

い
受
け
入
れ

　
周
防
大
島
で
の
体
験
を
通

じ
て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
心
を
育
む
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
ご

来
島
い
た
だ
け
る
よ
う
、
安

全
対
策
や
食
品
衛
生
な
ど
の

研
修
会
を
実
施
し
、
万
全
の

体
制
で
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
周
防
大
島
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

（１９） 第３２８０号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）８月２５日（月曜日）


